
　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
届
出
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】
ひ
と
り
親
家
庭
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
年
に
数
回
、
県
や

市
町
の
各
種
情
報
を
お
届
け
す
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
定
期
便
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
ひ
と

り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
が
ご
自
宅
ま

で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
、
子
ど
も
支
援
課
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

県
の
支
援
員
等
が
ひ
と
り
親
家

庭
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　

仕
事
の
こ
と
、
子
ど
も
の
こ

と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
そ
の
他

生
活
し
て
い
く
中
で
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と　
き

　
8
月
17
日（
月
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ

　
子
ど
も
支
援
課

●
そ
の
他

　

‌�

で
き
る
限
り
事
前
に
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

‌�

相
談
者
が
多
い
場
合
は
、
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
子
ど
も
支
援
課 

子
ど
も
支
援
担
当 

☎
0
7
4
8

−

5
2

−

6
5
8
3

忘
れ
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
現
況
届・特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
出

制度名 児童扶養手当 特別児童扶養手当

支給条件

◎‌�父母の離婚などにより父または母と生
計をともにしていない子どもの母また
は父

◎‌�父または母が身体等に重度の障がいが
ある子どもの母または父

◎‌�身体や精神に中程度以上の障がいを
持っている子どもを養育している父も
しくは母

◎‌�父母にかわってその子どもを養育して
いる方

対象児童 18歳になった最初の3月31日までの児童 身体または精神に中度以上の障がいがあ
る20歳未満の児童

手 当 額

●全部支給 月額43,160円　●一部支給 
月額10,180円～ 43,150円　●2人目の
子ども…上記金額に5,100円～ 10,190
円を加算　●3人目以降の子ども…1人
につき3,060円～ 6,110円を加算

子ども1人あたり
●1級（重度）　月額52,500円
●2級（中度）　月額34,970円

所得制限
世帯の所得による制限があります。前年
の所得が一定額以上ある場合は手当の一
部または全部が支給停止となります。

世帯の所得による制限があります。前年
の所得が一定以上ある場合は手当が支給
停止となります。

届出期間 現況届  8月3日（月）～8月31日（月） 所得状況届  8月12日（水）～9月11日(金）

　
令
和
2
年
度 

第
2
回
町
営
住
宅
入

居
者
募
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
　

　
8
月
3
日
（
月
）
〜
8
月
28
日
（
金
）

●
募
集
団
地

・
第
2
内
池
団
地
（
内
池
1
5
2
番
地
）

昭
和
6
3
年
度
築
（
P
C
造
3
階
建
）

3
D
K
　
1
戸

・
西
山
団
地
（
豊
田
2
0
5
番
地
20
・

23
）
昭
和
59
年
度
築
（
P
C
造
2
階

建
）
3
D
K
　
2
戸

●
入
居
資
格

　
持
家
が
な
く
次
の
①
〜
⑥
の
す
べ
て

が
該
当
す
る
方

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
が
あ
る

（
概
ね
3
か
月
以
上
）。

②
税
金
・
公
共
料
金
・
保
育
料
等
に
滞

納
が
な
い
（
要
完
納
証
明
）。

③
現
在
同
居
親
族
が
あ
る
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者
を

含
む
）
が
あ
る
（
老
年
者
、
身
体
障

害
者
等
の
方
は
単
身
で
あ
っ
て
も
認

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

④
暴
力
団
員
で
な
い
。

⑤
1
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ

た
基
準
以
下
で
あ
る
。

⑥
現
に
住
宅
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
人
。

（
次
の
⑴
〜
⑹
等
に
該
当
す
る
方
）

　
⑴
非
住
家
屋
、
保
安
上
危
険
ま
た
は

衛
生
上
有
害
な
不
良
住
宅
に
居
住
し
て

い
る
。⑵
正
当
な
理
由
に
よ
る
立
退
き

要
求
を
受
け
て
い
る
。⑶
居
住
の
状
況

に
問
題
が
あ
る
。⑷
結
婚
し
た
い
（
し

た
）
が
住
宅
が
な
い
。⑸
居
住
費
が
過

大
（
家
賃
等
が
収
入
月
額
の
25
％
以
上
）

で
あ
る
。⑹
遠
距
離
通
勤
（
片
道
90
分

以
上
）
で
あ
る
。 

●
月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条

件
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
今
後
の
募
集
予
定
　

　
令
和
2
年
度
の
町
営
住
宅
入
居
者
募

集
に
つ
い
て
下
記
日
程
に
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
第
3
回
　
11
月
2
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
11
月
27
日
（
金
）
ま
で

　
第
4
回
　
2
月
1
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
2
月
26
日
（
金
）
ま
で

　
な
お
、
空
き
部
屋
が
な
い
場
合
は
当

該
期
間
内
で
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

◆
問
い
合
わ
せ
先  
建
設
計
画
課 

都
市
計
画
担
当 

☎
0
7
4
8－

5
2－

6
5
6
7
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温
故
知
新

日
野
歴
史
探
訪

　私
達
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
い
ろ
ど

ら
れ
て
い
ま
す
。

　温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な

文
化
財
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」 ☎0748－52－0008 / 近江日野商人館 ☎0748－52－0007

古
代
か
ら
開
か
れ
た
音
羽

　

仁
本
木
の
東
、
宝ほ

う

殿で
ん

が
岳た

け

の
北
山
麓
に

位
置
し
、
集
落
の
南
に
沿
っ
て
日
野
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。

　

音
羽
の
歴
史
は
古
く
、
6
世
紀
の
終
わ

り
頃
に
は
、現
在
、薬
師
堂
の
築
山
と
な
っ

て
い
る
場
所
に
、
河
原
石
を
積
み
上
げ
た

石
室
が
残
る
「
音
羽
西
古
墳
」
が
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

普
段
は
天
井
石
の
一
部
が
見
え
る
状
態

で
す
が
、
過
去
に
行
っ
た
発
掘
調
査
の

結
果
、
地
中
に
高
さ
約
2
ｍ
以
上
、
奥
行

約
3
・
5
ｍ
の
玄
室
（
棺
を
納
め
た
部
屋
）

と
、
そ
の
南
側
に
続
く
長
さ
3
・
5
ｍ
以

上
の
羨せ

ん

道ど
う
（
玄
室
に
続
く
通
路
）
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
径
約
13
ｍ
の
円
墳

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
古
墳
は
、『
古
事
記
』
や
『
日
本

書
紀
』
に
、
雄
略
天
皇
に
暗
殺
さ
れ
た
と

記
さ
れ
る
「
市い

ち

辺の
べ
の

押お
し

磐わ
の

皇み

子こ

（
安あ

ん

康こ
う

天
皇

第
一
子
）」、
の
墳
墓
と
い
う
伝
承
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、見
つ
か
っ
た
須
恵
器
は
、

そ
の
約
1
0
0
年
後
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
誰
の
古
墳
で
あ
っ
た
か
は
今
で

も
謎
の
ま
ま
で
す
。

　

音
羽
に
は
別
に
、
過
去
に
須
恵
器
が
見

つ
か
っ
た
と
さ

れ
る
音
羽
東
古

墳
も
あ
り
、
音

羽
が
古
代
の
有

力
者
ゆ
か
り
の

地
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま

す
。中

世
、蒲
生
氏
の
本
拠
地 

音
羽
城

　

戦
国
時
代
の
中
頃
に
あ
た
る
15
世
紀
末

期
、
そ
れ
ま
で
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
幕
府

と
近
江
守
護
六
角
氏
の
関
係
が
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
蒲
生
氏
は
幕

府
と
の
関
係
重
視
か
ら
、
六
角
氏
と
の
関

係
も
築
く
よ
う
に
な
る
と
、
音
羽
一
帯
は

六
角
氏
に
関
わ
る
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

文ぶ
ん

亀き

2
（
1
5
0
2
）
年
に
六
角
氏
の

重
臣
伊い

庭ば

氏
が
起
こ
し
た
「
第
一
次
伊
庭

の
乱
」
で
は
、
音
羽
城
に
六
角
氏
が
避
難

し
た
事
か
ら
、
翌
年
3
月
か
ら
6
月
に
、

伊
庭
方
の
赤
澤
朝
経
に
よ
り
「
日ひ

野の

之の

蒲が
も

生う

館や
か
た」
が
攻
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
当
時
の
蒲
生
家
当
主
で
あ
っ
た
蒲が

も

生う

貞さ
だ

秀ひ
で

の
本
拠
で
あ
る
「
音
羽
城
」
を
指
す

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
3
か
月
に
わ
た
り

戦
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
貞
秀
の
死
後
、
蒲
生
秀ひ

で

紀の
り
（
貞

秀
孫
）
と
高た

か

郷さ
と
（
貞
秀
次
男
）
に
よ
る
蒲

生
家
の
後
継
者
争
い
に
六
角
氏
が
介
入

し
、
大だ

い

永え
い

2
（
1
5
2
2
）
年
7
月
に
、

秀
紀
が
籠
も
る
「
智ち

甘か
ん
（
閑
）
城じ

ょ
う（
音
羽

城
）」
が
2
万
の
兵
に
よ
る
攻
撃
を
受
け

ま
す
。
緒し

ょ

戦せ
ん

で
は
、
秀
紀
勢
の
投
石
で

六
角
勢
約
8
0
0
人
が
死
傷
し
た
ほ
か

（『
経

き
ょ
う

尋じ
ん

記き

2
月
29
日
条
』）、
連れ

ん

歌が

師し

の
宗そ

う

長ち
ょ
うの
『
宗
長
日
記
』
に
は
、「（
前
略
）
こ

こ
か
し
こ
に
牢ろ

う

人に
ん

集
ま
り
、
後ご

詰づ
め

の
合
戦

た
び
た
び
と
聞
こ
ゆ
（
後
略
）」
と
、
各

地
に
秀
紀
を
援
護
す
る
土ど

豪ご
う

が
集
ま
り
、

度
々
、
六
角
勢
と
合
戦
と
な
っ
た
事
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
音
羽
城
は
、
5
年
は
兵
糧
や
飲

料
水
、
燃
料
に
も
困
ら
な
い
城
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
3
月
ま
で
籠ろ

う

城じ
ょ
うが
続
い
た
た
め
、
夏
服
の
ま
ま
冬
を
迎

え
た
秀
紀
勢
五
百
人
の
う
ち
、
健
康
な
者

は
40
人
と
い
う
状
況
と
な
り
、
や
む
な
く

降
伏
し
た
の
で
し
た
（『
経
尋
記
3
月
18

日
条
』）。

　

そ
も
そ
も
、
六
角
氏
が
来
襲
し
た
理
由

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
説
に
六
角
氏

と
密
接
な
関
係
で
あ
っ
た
高
郷
を
援
護
す

る
た
め
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
真
偽
は
不

明
で
す
が
、
こ
の
の
ち
蒲
生
氏
は
高
郷
の

嫡ち
ゃ
く

男な
ん

定さ
だ

秀ひ
で

、
そ
の
子
賢か

た

秀ひ
で

と
代
を
重
ね
る

中
、
六
角
氏
の
家
臣
と
し
て
確
固
た
る
地

位
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。
結
果
的
に
、

音
羽
は
蒲
生
氏
飛
躍
の
地
と
な
っ
た
の
で

し
た
。

音羽西古墳の石室

東方上空より見た音羽城跡と音羽の集落
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